
・出荷管理・制御盤への配合転送について 

・バックアップの確認および設定について

※A4別紙　SuperNet PS-S　原料払出日報について

今回は「出荷管理・制御盤への配合転送」の手順について説明いたします。

弊社 SuperNet XL-Q( 品質管理システム ) は SuperNet PS-S( 出荷管理システム ) と連動することで、

品質管理システムで作成した配合を出荷管理システムへ転送することが出来ます。本機能をご利用い

ただくことにより出荷管理システムで設定値などを直接入力する必要がなく、業務効率化を図ること

が可能となります。

①「配合設計」の「出荷管理・制御盤への配合転送」
　を起動。



⑤転送したい配合テーブルにチェックを入れ、
　「OK」を選択。

④「テーブル」を起動。

⑦「追加」を起動。

②「基本設定」を起動。

③「データの送り先」を選択し、「OK」を選択。

⑥ ⑤でチェックを入れた
　 配合テーブルのタブが
　 表示されていることを確認。

⑧「配合基本データ一覧」から転送したい
　配合を選択して「OK」を選択。

⑨転送したい配合Noを選択して「OK」を選択。
　※ドラッグして複数選択も可能です。



⑪「作成」を選択。

⑬「転送」を選択。

あとは再度⑪～⑭までを行うと、伝票の値を転送できます。配合転送後は
出荷管理システムの「商品メンテナンス」で追加されたことをご確認ください。

③のデータの送り先で選択した「Super Net PS-S」の設定値(練りの値 )を転送したので、
続いて「Super Net PS-S( 配合表 )」の伝票の値を転送します。続いて「Super Ne

⑮「基本設定」を起動。

⑯「データの送り先」で「Super Net PS-S( 配合表 )」
　を選択して「OK」を選択。

⑰こちらのメッセージが
　表示されるので「OK」を選択。

⑩選択した配合Noが
　表示されていることを
　確認。

※「商」の項目では、PS-Sに同じ
　配合Noが既にある場合、「有」
　と表示されるので重複していない
　かを確認することが出来ます。

た「Super Net PS-S」の設定値(練りの値 )を転送したので、
et PS S( 配合表 )」の伝票の値を転送しますNe

⑭「転送」が完了すると、こちらのメッセージが表示されますので
　「OK」を選択。

⑫全ての配合に設定値が
　表示されていることを確認。



弊社システムでは、設定した時刻にパソコンが起動しているとバックアップを自動で行うことができます。

バックアップの出力先は、サブのパソコン以外にも USB メモリや外付けハードディスクを指定することが

できます。USB メモリや外付けハードディスクへバックアップデータを出力しておくことで、落雷などの自然

災害によりパソコンが 故障した場合でもバックアップデータ取得時の状態にデータを復旧する事が可能です。 

週に１回など定期的に USB メモリや外付けハードディスクへバックアップデータを出力し、出力後はパソコン

から USB メモリやハードディスクを取り外して保管することをお勧めいたします。 バックアップの取得状況に

ついては「バックアップ」を起動した「履歴」ボタンから確認が行えます。

バックアップの確認および設定について

「結果」が失敗となっておりバックアップが取得できていない、

USBメモリや外付けハードディスクへの出力方法が分からない、

という場合は弊社フリーダイヤルまでお問合わせ下さい。

バックアップの確認および設定について

①「基本設定」の
　「バックアップ」を起動。 ②「履歴」を起動。

③「結果」が成功に
　なっているか確認。




